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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

平成22年12月16日に提出いたしました第27期(自 平成21年10月1日 至 平成22年9月30日）の有価証券報

告書の記載事項につき、一部誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提

出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

第一部　【企業情報】

第５　【経理の状況】

１【連結財務諸表等】

（1）【連結財務諸表】

【注記事項】

（税効果会計関係）

２【財務諸表等】

（1）【財務諸表】

【注記事項】

（税効果会計関係）

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

第一部　【企業情報】

第５　【経理の状況】

１【連結財務諸表等】

（1）【連結財務諸表】

【注記事項】

（税効果会計関係）

（訂正前）

前連結会計年度
(平成21年9月30日）

当連結会計年度
(平成22年9月30日）
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１　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

(繰延税金資産)

①流動資産 　
　貸倒引当金繰入限度超過額 266千円

　商品在庫評価損否認 78,651千円

　前受金否認 211,455千円

　繰延税金負債（流動）との相殺 △9,973千円

　 　
②固定資産 　
　投資有価証券評価損否認 12,459千円

　繰越欠損金 562,404千円

　その他有価証券評価差額金 14,831千円

　その他 6,869千円

　繰延税金資産小計 876,966千円

　評価性引当額 △876,966千円

　繰延税金資産合計 ─　千円

 

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

(繰延税金資産)

①流動資産 　
　貸倒引当金繰入限度超過額 193千円

　商品在庫評価損否認 80,061千円

　契約損失引当金 5,228千円

　前受金否認 107,462千円

　その他 1,139千円

　繰延税金負債（流動）との相殺 △14,345千円

計 179,738千円

②固定資産 　
　投資有価証券評価損否認 12,456千円

　その他有価証券評価差額金 9,064千円

　繰越欠損金 564,250千円

　その他 6,869千円

　繰延税金負債（固定）との相殺 △37,645千円

計 554,996千円

　 　

　繰延税金資産小計 734,734千円

　評価性引当額 △734,734千円

　繰延税金資産合計 ─

　 　
（繰延税金負債） 　
①流動負債 　
　未払消費税 5,117千円

　繰延ヘッジ損益 5,160千円

　その他 4,068千円

　繰延税金資産（流動）との相殺 △14,345千円

計 ─

②繰延税金負債 　
　関連会社の留保利益金 37,645千円

　繰延税金資産（固定）との相殺 △37,645千円

計 ─

　 　
　繰延税金負債合計 ─

　繰延税金資産負債の純額 ─

 
２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

当連結会計年度は、税金等調整前当期純損失である

ため記載を省略しております。

 
 
 

２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

法定実効税率 40.7％

（調整） 　
住民税均等割等 16.0％

交際費等永久に損金に算入されな

い項目
7.1％

評価性引当金額の増減 △47.8％

税効果会計適用後の法人税負担率 16.0％
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（訂正後）

前連結会計年度
(平成21年9月30日）

当連結会計年度
(平成22年9月30日）

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

(繰延税金資産)

①流動資産 　
　貸倒引当金繰入限度超過額 266千円

　商品在庫評価損否認 78,651千円

　前受金否認 211,455千円

　繰延税金負債（流動）との相殺 △9,973千円

　 　
②固定資産 　
　投資有価証券評価損否認 12,459千円

　繰越欠損金 562,404千円

　その他有価証券評価差額金 14,831千円

　その他 6,869千円

　繰延税金資産小計 876,966千円

　評価性引当額 △876,966千円

　繰延税金資産合計 ─　千円

 

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

(繰延税金資産)

①流動資産 　
　貸倒引当金繰入限度超過額 193千円

　商品在庫評価損否認 80,061千円

　契約損失引当金 5,228千円

　前受金否認 107,462千円

　その他 1,139千円

　繰延税金負債（流動）との相殺 △14,345千円

計 179,738千円

②固定資産 　
　投資有価証券評価損否認 12,456千円

　その他有価証券評価差額金 9,064千円

　繰越欠損金 657,478千円

　その他 6,869千円

　繰延税金負債（固定）との相殺 △37,645千円

計 648,224千円

　 　

　繰延税金資産小計 827,962千円

　評価性引当額 △827,962千円

　繰延税金資産合計 ─

　 　
（繰延税金負債） 　
①流動負債 　
　未払消費税 5,117千円

　繰延ヘッジ損益 5,160千円

　その他 4,068千円

　繰延税金資産（流動）との相殺 △14,345千円

計 ─

②固定負債 　
　関連会社の留保利益金 37,645千円

　繰延税金資産（固定）との相殺 △37,645千円

計 ─

　 　
　繰延税金負債合計 ─

　繰延税金資産負債の純額 ─

 
２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

当連結会計年度は、税金等調整前当期純損失である

ため記載を省略しております。
 

２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

法定実効税率 40.7％

（調整） 　
住民税均等割等 16.0％

交際費等永久に損金に算入されな

い項目
7.1％

評価性引当額の増減 △258.1％

その他有価証券評価差額金の増減 30.4％

繰延ヘッジ損益の増減 27.2％

期首における関係会社の留保利益 157.5％

その他 △4.8％

税効果会計適用後の法人税等の負

担率
16.0％
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２【財務諸表等】

（1）【財務諸表】

【注記事項】

（税効果会計関係）

（訂正前）

前事業年度
(平成21年9月30日）

当事業年度
(平成22年9月30日）

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

(繰延税金資産)

①流動資産 　
　貸倒引当金繰入限度超過額 266千円

　商品在庫評価損否認 78,651千円

　前受金否認 211,455千円

　繰延税金負債（流動）との相殺 △9,973千円

　 　
②固定資産 　
　投資有価証券評価損否認 12,459千円

　繰越欠損金 562,404千円

　その他有価証券評価差額金 14,831千円

　その他 6,869千円

　繰延税金資産小計 876,966千円

　評価性引当額 △876,966千円

　繰延税金資産合計 ─　千円

 

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

(繰延税金資産)

①流動資産 　
　貸倒引当金繰入限度超過額 193千円

　商品在庫評価損否認 80,061千円

　契約損失引当金 5,228千円

　前受金否認 107,462千円

　その他 1,103千円

　繰延税金負債（流動）との相殺 △14,345千円

計 179,701千円

②固定資産 　
　投資有価証券評価損否認 12,456千円

　その他有価証券評価差額金 9,064千円

　繰越欠損金 564,250千円

　その他 6,869千円

計 592,641千円

　 　

　繰延税金資産小計 772,343千円

　評価性引当額 △772,343千円

　繰延税金資産合計 ─

　 　
(繰延税金負債） 　
　流動負債 　
　未払消費税 5,117千円

　繰延ヘッジ損益 5,160千円

　その他 4,068千円

　繰延税金資産（流動）との相殺 △14,345千円

計 ─

　 　
　繰延税金負債合計 ─

　繰延税金資産負債の純額 ─

 
２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

当事業年度は、税金等調整前当期純損失であるため

記載を省略しております。

２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

当事業年度は、税金等調整前当期純損失であるため

記載を省略しております。　　　
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（訂正後）

前事業年度
(平成21年9月30日）

当事業年度
(平成22年9月30日）

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

(繰延税金資産)

①流動資産 　
　貸倒引当金繰入限度超過額 266千円

　商品在庫評価損否認 78,651千円

　前受金否認 211,455千円

　繰延税金負債（流動）との相殺 △9,973千円

　 　
②固定資産 　
　投資有価証券評価損否認 12,459千円

　繰越欠損金 562,404千円

　その他有価証券評価差額金 14,831千円

　その他 6,869千円

　繰延税金資産小計 876,966千円

　評価性引当額 △876,966千円

　繰延税金資産合計 ─　千円

 

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

(繰延税金資産)

①流動資産 　
　貸倒引当金繰入限度超過額 193千円

　商品在庫評価損否認 80,061千円

　契約損失引当金 5,228千円

　前受金否認 107,462千円

　その他 1,103千円

　繰延税金負債（流動）との相殺 △14,345千円

計 179,701千円

②固定資産 　
　投資有価証券評価損否認 12,456千円

　その他有価証券評価差額金 9,064千円

　繰越欠損金 657,478千円

　その他 6,869千円

計 685,869千円

　 　

　繰延税金資産小計 865,570千円

　評価性引当額 △865,570千円

　繰延税金資産合計 ─

　 　
(繰延税金負債） 　
　流動負債 　
　未払消費税 5,117千円

　繰延ヘッジ損益 5,160千円

　その他 4,068千円

　繰延税金資産（流動）との相殺 △14,345千円

計 ─

　 　
　繰延税金負債合計 ─

　繰延税金資産負債の純額 ─

 
２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

当事業年度は、税金等調整前当期純損失であるため

記載を省略しております。

２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

当事業年度は、税金等調整前当期純損失であるため

記載を省略しております。　　　
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